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【第 1報告】「学校 ト家庭 ト気脉ヲ通ス ル ノ方法」

に み る家庭の学校化

1 ，本報告の 経緯 と問題の所在

　本報告は、「小さき存在が児童 となる過程」すな

わち 「学校的社会化 」 に着 目する共同研 究 （代表 ；

北澤毅）の うち、児童 とい う存在の 歴 史的成立過

程を明らか に し ようとする歴史班の発表で ある。

共同研究グル ープは本学会におい て も 2008年以

来発表を積み重ねてお り、歴史班も こ れまでに卒

業式、児童虐待、個性調査などを通 して 、学校的

なふ るまい や学校的心性、児童に向けられる視線

の 歴史的経緯を明らかにする報告を行 っ て きた。

　今回 の 報告で は 、 近代学校成立後 しばらくして

も学校の何たるかを理解 して い なか っ た保護者が、

しだ い に家庭内 に学校的な価値観を取 り込み、学

校教育に適合する仕方で子 どもの養育にあたるよ

うにな っ た要因を探る。 こ の 際注 目す るの が、

1891 （M24 ）年 の 「小学校教則大綱」 の 「説明」

（以下 「大綱」 と略）にある 「各児童 ノ心牲 、 行

為、言語、習慣、偏癖等 ヲ記載シ道徳訓練上 ノ参

考二 供シ 之 二 加 フ ル ニ 学校 ト家庭 ト気脉ヲ通 ス ル

ノ方法ヲ設 ケ相提 携シ テ児童教育ノ 功 ヲ奏セ ン コ

トヲ望 ム 」 とい う文言で ある。

　児童 の 教育に は学校 と家庭の協力 ・連携が必要

で ある こ とは 言を俟た ない
。 だが

、 明治 20 年代

に入 っ て 、「家庭」 とい う語が従来 とは異なる新し

い 家族の あ り方を示すもの と して使われ始めるよ

うにな っ た とはい え、学校の価値観 と家や村の そ

れとは大きく異なっ て い た （小山 2002）。 教師か

ら見れ ば 、
「一日温 メテ十 日冷ヤ ス 」、つ ま り家庭

教育が学校教育を損なっ て い ると考えられて い た 。

そこ で 、上述の 「大綱」 に接 した学校は 「家庭 ト

気脉ヲ通 ス ル ノ方法」 を模索しは じめ、「家庭 との

連絡」 は教育界の キ
ー

ワ
ー

ドの
一

っ となっ た。

　 さて、1910 年代か ら 1920 年代にかけて 、都市

の新中間層を中心 に 「教育する家族」 が 登場 した

とされる。そ の特徴の
一

っ と し て 「家庭 と学校教

育との 同型化」 が 挙げられてい る （広田 2001）。

それ は子どもの教育と健康に注意をは らい 、自ら

の子育て を学校教育の方針 と
一

致 させ る 「教育す

る意志」をもっ た家庭である。
こ の よ うな家庭は、

産業化 ・都市化、学歴別年功序列賃金体系 の 成立、

学歴 に よる 地位継承戦略が もた ら した進学熱、良

妻賢母 主義による女子教育などの背景か ら出現し

た とされ る （神原 2001）。

　 しか し、学校と手を携えて子どもの教育にあた

る家庭、い わば学校化 した家庭は、それら社会的 ・

経済的要因の み によっ て 出現しえた の だろ うか 。

そこ には、学校教育の進展を阻害 して い る家庭に

対 して 、学校の方針 を理解させ て協力をとりっ け、
「教育する意志」 をもたせ ようとする学校か らの

働きか けが不可欠だ っ たと思われ る。 本報告は、
〈家庭の 学校化〉 とい う事態が生起 した要因を、

明治期か ら大正期にか けて学校が とっ た 「家庭 と

の連絡」 の方法、中で も 「家庭調査」 に注目 し て

明らかにすることを 目的 とする 。 第 1報告で は、

教育書、教育雑誌 を用い た考察を、第 2 報告で は
一

次史料を用い た分析を行 う。

2 ，家庭との 連絡方法

　学校は 、 1891年 の 「大綱」以前に も保護者との

連絡を等閑視 して い たわけで はない。学籍簿には、

父母後見人の 氏名 ・住所 ・族籍職業 と、児童が入

学する前に受けた教育を記載する の が
一般的であ

っ た。 これは入 学の 際に届 けさせ た の であろ う。

　単な る届出で はな く、学制期 ・教育令期にお い

て も、平素の 学業 ・
訓育を点数化 して 「日課優劣

表」 「勤惰行状簿」な どに記載 し、日々 家庭 と往復

させ る学校もあっ た （山根 1997）。 さらに、明治

20 年前後か らは、「学校 と家庭の 関係を親密な ら

しめんが為」 に、「学校 と家庭 との 橋」 や 「家庭よ

り／学校よ り」など双方 の 記入欄を備えた小冊子、
「家庭学校通信簿」 が各地で出版 されて い た 。 試
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験成績や学校で の操行を知 らせ るだけで なく、家

庭か らも自由に記述で きる こ とを特徴 として い る。

　初期の 家庭学校通信簿には、父母 へ の 諸注意を

掲載 した もの も少な くなか っ たが 、 そ うした内容

は各学校作成の独立 した印刷物 として配布 され る

よ うになる。1900年ごろか らは、「夏休みの 注意」

「遠足 の 効果 」 など時期に合わせ た家庭 へ の 連絡

文書も浸透し、学校新聞を発行する学校もあっ た。

学校か らの要望や出来事を伝える文書も、家庭 と

の連絡方法として重要であっ た。

　文書を介して の み ならず、保護者を学校に招 く

機会も活用 された。文章の 理解力が十分でない 父

母には、文書に よる連絡より直接学校の様子を見

せ、話 を聞かせ る こ との 効果 が期待された。大規

模なの は展覧会、卒業式、運動会、 教育幻 燈会 、

祝祭 日儀式の参観で ある。これ ら地域住民に も開

かれた行事参観の 他 に、授業の参観、放課後や休

日を利用 して の 懇談会 （父兄会、母姉会） も徐 々

に浸透する 。 懇談会は儀式的に流れ る こ となく、

教師は保護者に丁寧 、 親切に対応 し、な るべ く少

人数で行 うの が よい とされた 。 学校に 「無益の疑

惑」 や勝手 に 「随意の 注文」 を抱く父兄もい るた

め、教師には保護者 と 「湯茶を酌みつ 世事を談話

するごとく」 「家庭 と教育上の 打合せ 」を行 うこ と

が勧め られた。「家庭教育の 学校教育に背馳する箇

所は 、
つ とめて学校教育の方針に

一
致せ しむる」

こ とも奨励 されて い る。教師に とっ て家庭は遅れ

た存在、教化の 対象であ り、そ うである か らこそ

懇切に方針を説 くこ とが求め られた の であろう。

　し か し、懇談会に足を運ばない保護者との 連絡

は どうするの か 。 1900 年前後 か ら教育学書に多く

取 り上げられるよ うにな っ た方法は、「父兄 ヲ訪問

シ児童ノ成績ヲ告知シ 、自己 ノ考察ヲ懇示 シ 、其

ノ意見ヲ開き、其ノ注意ヲ促ス 」 家庭訪 問であっ

た。そ の 目的は、学校へ 出向い て 来な い親の意見

を聞き、教育 へ の 注意を喚起するだけに留ま らな

い
。 教師か ら父兄 に さま ざまな質問を行 っ て 返答

を求め、教師の 目で 「家庭の 事隋を観察調査」す

る こ とこそが重要な 目的であっ た。

3 。家庭調査の 項 目と意義

　家庭訪 問を成功させ る に は、「校長に於 て観察要

項を作 り之 に依て 互 い に問答」 すべ き とされ た 。

　では、家庭には どの ような質問が なされた の か 。

要領 の
一例を挙げれば、「起床 時刻、 長上ヘ ノ仕 へ

方、物品 ノ始末、詞遣行儀、銭遣 ノ有無 、 交友、

遊戯、玩具、復習、家事手伝」 などの状況 ととも

に 「保護者ノ希望」 を尋ねる こ とになっ て い る。

正 確な状況把握の ためには正直な答えが必要では

あるが、そ の 質問は 「巡査の 戸 口 調査 」 の よ うで

あ っ て は ならない
。

「先ず懇切なる態度」で 「熱心

二 其ノ訪問調査 ノ 趣 旨ヲ説示 」 し 、 教師 「自ら胸

襟を開」 い て 「地方の人盾風俗を も了解」す る こ

とが肝要 なの である。

　教師の 労力を要する家庭訪問だが、有用な情報

は問答の他か らも得られた。それ は、「教育熱心か、

生活 の 度、言葉遣い 、装飾、衣服、衛生上道徳上

価値、 建築及間取」「両親の性行、兄弟姉妹の 間柄」

などの 「一家の 内状」であ り、「黙 々 の 内に察すべ

き事項」で ある。これらが重要なの は 、
「児童各個

人 の 天稟性質を研究 し、以て其の 発達叙暢を助」

け、「心 性の 汚点を矯正 」するためで あ る。教師に

は、「児童 の個性の 因て 来る所」 たる周囲の 境遇、

とりわけ 「一家和楽の深浅、父母 の 遺伝 、 家庭 の

生業等」に通 じる こ とが求め られた。すなわち 、

〈原因として の 家庭 〉 が観察 されたの で ある。

　そ うした教師の 質問や観察に対 し、「子供の身上

を申出づべ きこ とは、父兄の義務」 である。
「自分

の 子供を可愛 い と思 へ ば教師の訪問を受けた とき

には何時で も喜ん で 迎 ヘ …子供 の 教育に つ い て腹

蔵なく相談する」 こ とが、質問に対 しては 「つ つ

みか くさず話」 すこ とが求め られた 。 また、児童

に関して 気 づ い た こ とがあれ ば直ちに学校へ 相談

し、「当校よ り発す る調書 へ は有 りの 儘」記入する

よ う要請 された。学校は、〈 観察者 と して の 家庭

〉 を も作 り出 した こ とになる。

　無論 、 すべ て の 家庭がそ うした要請に応 じ、父

兄 の義務を遵守 したわけではない だろ う。しか し、

家庭訪問や個別懇談、質問紙によ っ て行われ る家

庭調査 の 各項 目は、い か に学校教育に無頓着な父

兄 に 対 して も、学校 の 教育方針が どの よ うなもの

で あ り、何を重視 して い る の か を具体的に 知 ら し

めた。ある家庭向け教育書には 、 学校か らの 問と

家庭か らの 答の 実例 とし て 「毎 日何時頃か ら何時

間位復習 させ ますか 」「新聞、雑誌等 を読みますか」

「道草を喰うよ うなこ とはありませ んか」「どんな

友達と遊ん で居ますか 」など、49 項 目もの 問答が

並ん で い る 。
こ の よ うな質問が、文書や懇談会に

よる啓蒙にも増して、〈家庭の 学校化 〉 を企図す

る学校の戦略にカを貸した の ではなか ろ うか 。

　学校に よっ て は、家庭調査によ っ て得 られた情

報を 「家庭訪問明細書」や 「個性調査簿」 に記録

した 。
こ れ らの 大半はすで に失われ た もの と思わ

れるが、続 く第 2 報告で は、わずか なが ら残 る表

簿の記述に基づ い た考察を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　（有本真紀）

驫
研

究
発

表
皿

一 213 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

輾
研

究
発
表
皿

【第 2 報告】大正期 「父兄の希望」にみ る家庭の

学校化一語 りの定型性に着目して一

1 ．問題 関心

　日本近代学校制度の 定着過程 の 中で 、 家庭が学

校文化 を積極的に取 り込み始めた嚆矢とし て、大

正期 にお ける教育家族の誕生が注 目され てきた

（例えば沢山，
1990，広田，2001）。 こ の教育家族

とは、主に近代セ クタ
ー

の 担 い 手た る新中間層に

属する人ぴ とを指す。彼 らは 、土着の農家や商家
とは異な り、直接的に子 どもへ と相続す る家職や

家産、家名を持たない
。 その ため、わが子の教育

に心を砕き 、 家庭で の 子育て 目標と学校教育 目標

を同
一

化 させて子 どもの学歴 と就職機会を得よ う

とした の で あ る。

　しか し、1920 （大正 9）年 の 第
一

回国勢調査に

よ れ ば、 新中間層に該当する公務自由業は当時の

有業者の約 5％にすぎない （そ の 他の 職業構成は、

農業が 51．6％、工 業が 11．6％、商業が 11．6％）。
で は、就学率がほぼ 100％に達 しよ うと し て い た

こ の 時期に、新中間層以外の 保護者は学校教育と

子育て を結び付 けて 語 りえた の だ ろ うか
。

　大 門正克は、1924 （大正 13）年長野県埴科郡

五加小学校 の 父兄懇談会の記録か ら、当時の親の

学校に対する希望 を読み取 っ て い る。そ こ では、
親の い うこ とを聞くよ うに しっ けて ほ しい 、成績
を上 げて ほ しい 、宿題を出 して ほ しい等、多様な

要求 があ っ た とい う （大 門 2000 ：72・75）。また、

中内敏夫は近世か ら戦時下まで の 商人 の 日誌を紐

解き 、 彼 らが子育て をい か に捉えて い たかを論 じ

た 。 1876 （明治 9）年か ら日録を付け始めた北九

州 の 豪商は子 どもの成績や試験順位を記録 し、あ

る関西商人 も大正 4 年付で 子 どもの成績を備忘録

的に記録して い た （中内 2001 ；51−58）。

　こ の よ うに、農業や商業に従事する保護者が学

校教育を強く意識 した子育て を行っ て い た例が明

らか にされ てきたが、これ らの記録は限 られた発

言者や特殊 な地位の 人の もの で あっ た。

　それ に対 し、本報告で は某小学校 の 「個性調査

簿」 に残 る記述 か ら、保護者た ちが子 どもの 育成

方針や学校 へ の 要望 をい かに語 っ た の か を、一次

史料に基づ い て 明らかにする。

2 ，本報告が対象とする史料

　茨城県内A 小学校に は、1915 （大正 4）年度か

らの 「個性調査簿」 が残 っ て い る。
「個陸調査簿」

は、明治末頃よ り学校独 自で 、 あ るい は 地域共通

の 様式で作成 された と考え られる表簿で あり、各

児童の個性や学業成績、身体 の 状況や賞罰事項な

どを詳細に累加記録する構成とな っ て い る。こ の

表簿は保護者を始め公 に は 開示 せ ず、教授お よび

訓練の資料とし て記入 された （有本 2012）。

　A 小学校に残 され た 「調査簿」 には 、 数多くの

項目に対 し事細かな記録がなされて い るが、注目

した い の は、当該表簿には児童 の 家庭で の ふ るま

いや家庭 の 状況まで もが記録項 目となっ て い る点

で ある 。 まず 、
「家庭に於ける児童」 とい う項 目が

あ り 、 入学以前児童は誰に育て られたか、幼稚園

に通 っ て い た か 、家庭で手伝 い を してい るか、貯

金 してい るか、復習は して い るか、好きな読物は

何か 、 物 品の扱い 方 は丁寧か ど うか 、家族の 言 う

こ とはよ く聞くか等が記録され て い る 。 また 「家

庭の状況」 と し て 、父母 の 職業や 兄弟姉妹の 年齢

構成、生活程度や信教 、 近隣の様子まで が具体的

に調べ られ て い る。 これ らは家庭 へ の質問紙配布、
または家庭訪問で の 聞き取 りか ら得られた情報に

よっ て記載され た もの と推測される。

　さて、こ の 家庭調査 の 中で注 目し た い の は 、
「父

兄の希望」として 「家庭の 方針」 「学校に対する希

望」 の 二 つ の欄がある ことであ る。 1915 （大正 4）
年に記入 された と考え られ る 9 冊 と、1920 （大正

9）年記入 の 1 冊の 「調査簿」 に記録され て い る

児童 480 名の うち、247 名に 「家庭の方針」 「学

校 へ の希望」 の 両方 、 もしくはい ずれか が記録 さ

れ てい る。 こ の 記録は、あくまで教師の 調査に対

す る保護者の応答で あり、ごく純粋な意見の表明

で はなく、教師と保護者の 相互作用 の結果と考え

られる。とは い え、教師の 問か ら暗黙の 、あるい

は明示的な示唆を受けつ つ 、保護者が 自らの 教育
方針や希望をどの ように表明 した か を読み取る こ

とは可能で ある。

　史料 の性質を語 る うえ で もう
一

っ 重要 と思わ

れる の は、当該地域がい かなる特質を持っ た地域
だ っ たか とい うこ とで ある。同小学校所在地域の

職業構成は 、1920 （大正 9）年の 国勢調査 に よれ

ば、農業 19，3％、 商業 37．3％、工 業 27．4％、公務
自由業 6．2 °

／。で ある。こ の地域は運 河や鉄道な ど

交易 によっ て栄えた場所で あり、大通 りの ある街
の 中心部には商 ・工 業層が軒を連ね、そ の周囲を

田畑が囲 う構造であ っ た 。 また、上記 10 冊の 「個

性調査簿」 の 保護者職業構成比 率を算出 した とこ

ろ 、 農業が 2 割、商工 業が約 5割 、 公務自由業が

1 割弱であるこ とがわか っ た。その ため、先行研

究ではあま り扱われ る こ とのなか っ た層 の 保護者

を対象に据える こ とができる 。

　さらに い えば、こ うした調査記録が残 っ て い る
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こ と自体が希少であ り、それ ゆえ本表簿の記録は

これまで先行研究が扱い えなか っ た領域を開示 し

て くれるデータとして 高い価値を有する。もちろ

ん 、 当時にお い てすべ て の 学齢児童が学校に通 っ

て い たとは考え られな い ため、こ の 表簿に記録 さ

れた層も 、

一定の バ イア ス がかか っ た存在で ある

こ とは い うま でもない
。 以上を踏まえ、大正期に

行われた家庭調査 中の 「父兄 の 希望」欄には、い

か なる記録が なされ て い た の かを考察する 。

3 ．記述の 内容

　詳細を掲載する余裕はない が 、 ごく
一
部を示 し

たい。子 どもによく勉強 させ た い とい う記述は、

ある程度パ タ
ー

ン 化 されて い る。たとえば 「朝起

勉学」 （尋 6 女 ・茶商、尋 4 女 ・粉商）や、「学校

よ り帰れば ・復 習をさす」 （尋 4 男 ・商業、 尋 4

男 ・左官）など、勉強あるい は課業の復習とそ の

時間にっ い て指定するもの が ある。 また他方では

「一定の 時間内に予復習をな さしめて以て家事の

手伝い をせ しむ」 （尋 6 女 ・川魚商）、「予習及復

習をせ しめ室外の 掃除を行ひ 整頓せ し む 」 （尋 4

男 ・鉄道員）など、予習復習 と家事の 両方を行わ

せ る方針が記 されて もい る。

　加 えて、学業と共に品行に つ い て も言及した方

針が ある。「常に正直質素倹約勉強等に注意す」（尋

2 女 ・農業）や 、
「品行方正 、学問勉励」 （尋 4女 ・

農業）な どが挙げ られ る。
「正 直」で あ る こ と、「質

素倹約」 は、修身科で要請 され る児童生徒の基本

姿勢とし て掲げられてきた し 、
厂品行方正 」は学校

の 中で の 日常的なふ るま い を評価する語 として普

及 して きた。学業 ・品行 ・勤勉 とい っ た事柄は、

近代学校教育が児童生徒に対 して 求めた基本項 目

とい っ て よ い
。 家庭方針は こ の よ うに学校的な言

葉で記録されて い たの である。

　家庭方針には、将来の職業にかんす る記述もあ

る。農業に従事する保護者 12 名が子 どもを農家

にす ると語 っ て い る。た とえば 「農業に従事せ し

む る目的」（尋 3 男 ・農業）、「農家にす る方針」（尋

3 女 ・農業）と記録され て い る。
一方で 「女医に

した い 」 （尋 3 女 ・石工）や 「軍人」 （尋 2 男 ・社

員） と、近代セ クタ
ー

の担い 手た る医師や軍隊 へ

の 就職を希望する保護者もい る。

　また、女子 の 保護者 の 中に は 、「女学校 へ 入学

さする 」 （尋 6 女 ・薬師業）、「将来は女学校に入

れ たき考」 （尋 6 女 ・菜種商）と 、 高等女学校 へ

の 進学を希望する保護者が 3 人、実科女学校希望

も 1 人い た 。 さらには 「小学校修了後成績 と本人

希望対照の 上決定」 （尋 6 女 ・銀行事務員） とい

う、非常に学校化された記述もみ られた 。

　 こ の よ うに、具体的に将来の職業や進学につ い

て述べ る保護者がい る
一方で、現在子 どもをど う

い う方針で躾けて い るかを語 る保護者がい る。た

とえば、「規律あ るや うに した し　毎 日午前五時起

午後七時就寝」 （尋 6 女
・白米商）、「規律的の精

神を養成」 （尋 4 男 ・古着商）や 、
「学用品を丁寧

になす こ と」 （尋 4 女 ・下駄商）、「物を大切にす

る様 に」（尋 3 女 ・菓子商〉な どがある，また、「事

物の 整頓 、 時間の 厳 守、貯蓄の 奨励、言語明晰等」

（尋 4 男 ・公吏）や 「早寝早起 、 時間厳守、勤行

事物整頓、貯蓄の奨励、言語応答 の 明瞭」 （尋 6

女 ・公 吏）とい っ た語 りもある。 これ らの語 りの

興味深 い 点は、語 られ る事柄が 「調査簿」 の項目

と
一
致して い る こ とである 。

「物品取扱」 「貯蓄」

は 「家庭に於ける児童 」 欄の項 目で あ り、「言語」

「勤惰」 は 「児童 の 価陸」欄の 項目で あ る。

　以上 の記述は、学校か らの 質問紙 や教師 との 質

疑応答の結果として の記録で あ り、教師の表現が

混 入 してい る可能性は多分にある。だが、教師と

の
一

対
一

の や りとりの 中で こ そ、保護者は学校適

合的な子育て 方針 を語 る こ とがで きるよ うになっ

たの で はない か。すなわ ち、家庭調査は 、 保護者

たちが学校的な表現や思考を理解する契機 にもな

っ た とい えよ う。

　　　　　　　　　　　　　　　　（水谷智彦）
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